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論文要旨： 
本研究の目的は、日本における墳墓と石造物について考古学的手
法を用いて分析することで、古代中世の葬制墓制の在り方を検討す
ることである。それぞれが包含する諸課題について様々な視点から
検討することによって、当該時期の墓制研究に新しい視座を供する
ことも目的とする。 
序章  墳墓・石造物研究のあゆみと課題  
墳墓と石造物の研究史などを整理し、墳墓と石造物研究の現状と
課題を提示する。  
第１章  古代・中世の墳墓について  
第１章では墳墓の概観と派生する諸問題について考察する。
第１節では、当時の社会背景の一側面を墓制が反映しているとい
う視点に立脚し、それぞれの時期の墳墓の概観的な検討を行う。古
代墳墓では畿内を、中世墳墓では四国を例として、旧国ごとの様相
を詳述し基礎資料の提示と行うとともに、それらが包含する研究課
題を抽出する。古代墳墓では集成したデータの分析を行い、旧国ご
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との様相をミクロ的に検討した上でそれぞれの地域としてのまとま
りを把握する。また火葬と土葬の葬制の選択や、土葬墓における規
模や構造、副葬品、火葬墓における外槨施設や蔵骨器、副葬品につ
いての様相や地域偏差や時期的変遷などについて明らかにする。中
世墳墓でも同様の視点から旧国ごとの様相を把握した上で、屋敷墓、
集団墓地、造立階層、中世墳墓の終焉などの諸課題を考察する。さ
らに中世墳墓と石造物の相関についても、連動状況などを言及する。 
第２節では、墳墓のうち前節で悉皆的な集成を行った古代墳墓を
取り上げ、諸属性について検討する。まず火葬墓が包含する課題の
うち、群設定、墓域、火葬灰埋納土壙、蔵骨器の選択・埋納状態の
諸課題について考察する。群設定については、同一標高を手掛かり
に複数のグループに細分し、各群に所属する火葬墓にそれぞれ時期
差があることを確認する。この解釈として、血縁関係などを基調と
した世代ごとの墳墓である可能性を指摘する。墓域については、密
集型と散財型の２種類に大別できることから墓域の占有空間から造
墓主体に差異があると推測する。蔵骨器の埋納状況には地域による
偏差があり地域性が存在する。また転用器の穿孔については、平安
期の墳墓における葬送儀礼の複雑化や階層拡大に理由を求める。土
葬墓が包含する課題では、四国の古代から中世墳墓にも存在する密
集土壙墓を検討し集団墓地として可能性を指摘する。また、槨構造
や副葬品の配置・種類なども検討し、その多様性を整理する。  
墳墓の立地に関する属性では、二基一対をなす火葬墓を取り上げ
る。同一墓域内に収まる近接する２基の火葬墓の事例を分析した結
果、これらは墳墓群内で階層などが突出する墳墓ではなく、夫婦や
親子、兄弟など最小単位内で完結した合葬の可能性が指摘できる。  
次に墳墓の典型的な事例として、石櫃を有する火葬墓の分析を行
う。石櫃を形態から分類し、一定の規範の下で直接容器としての石
櫃と金属製蔵骨器や薬壺形蔵骨器の外容器としての石櫃が存在する
ことを指摘し、律令国家の中枢にいる階層から下級官人や地方豪族
などへ古代火葬墓の典型的形態が波及する状況を確認する。  
第２章  古代・中世の石造物について  
 第２章では石造物の地域相について確認する。  
第１節では、石造物の地域相について検討する。古代の石造物に
ついては少数ではあるものの各地に散見する遺品を確認した上で、
四国の古代石造物を詳細に検討し、中世の石造物との相関性の低さ
を指摘する。中世石造物では、四国の中世石造物を例として地域相
を探る。まず旧国ごとに概観し、石材ごとに塔種や時期的変遷を確
認した上で、分布論や地域特性、広域流通の状況などを分析する。
また、西讃岐という小地域をモデルケースとしてその変遷や特質を
詳細に分析し、周辺地域や遠隔地との交流など包含する諸問題につ
いてのミクロ的視点から検討を行い、地域史にとどまらない歴史資
料としての石造物の重要性を確認する。  
第２節では、瀬戸内周辺の中世石造物を取り上げ、多様な石造物
が抱える課題について多角的に検討する。まず、西日本各地に広域
流通する六甲山南麓産花崗岩（御影石）製石造物のうち、宝篋印塔
について検討する。宝篋印塔は五輪塔など他の塔種と比較して編年
的研究が遅れているため、相対年代の把握のため形式変遷を提示す
る。次に、安芸・伊予周辺（芸予地域）の花崗岩製石造物の検討を
行う。芸予地域の石造物は念心に代表される卓越した石工集団が活
動していた地域だが、形態や製作技術については中央からの画一的
な技術伝播という図式が当てはまらないことを確認した。この地域
の石造物は、複数系統の石工集団が緩やかな紐帯の下で双方向の技
術交流が行われ、その結果、形態などの情報共有がなされ類似した
石造物が製作されたと結論付ける。また。芸予地域の石造物と分布
や時期が重複する凝灰岩（伊予の白石）製石造物についても検討す
る。この石造物が周辺地域と形態などが全く異なり、周辺地域と技
術交流を行わない在地の石造物地域圏が同時並存することを把握す
る。  
第３節では、讃岐の石造物を検討し小地域での石造物から読み取
れる属性や変遷などの諸課題を検討する。讃岐では、２種類の凝灰
岩製石造物（天霧石系・火山石系）と１種類の花崗岩製石造物を生
産するが、基礎資料の詳細な報告を行った上で、それぞれの石材で
作られた石造物の在り方を考察する。天霧石系石造物では、鎌倉時
代に遡る西讃岐地域唯一の石幢を取り上げ、周辺地域の石幢との関
連、石材、中近世絵図から移転の変遷などを検討する。火山石系石
造物では、一宮寺所在の中世石造物を例として形態や石材、銘文な
どの分析を行う。讃岐では少数の花崗岩製石造物については、事例
を集成し周辺地域の凝灰岩製石造物との関連を論じる。最後に近世
初頭の大型五輪塔の報告を行い、墓標として変質した石造物から派
生する問題を検討する。  
第３章  信仰と流通からみた石造物  
第３章では、信仰と流通の側面から石造物を検討する。第１節で
は、考古学的に深化しにくい石造物の宗教性について考察する。  
第１節では、総供養塔と呼ばれる中世集団墓地の中心や最奥部に
立地する大型石塔について検討する。総供養塔の定義付けを行った
上で、分布や塔種、納入孔などの分析を行い、村落構造変遷や宗教
活動と総供養塔の関連について推測する。磨崖仏や磨崖五輪塔など
の磨崖石造物については、納骨信仰の霊場として著名な讃岐弥谷寺
を中心に、周辺山岳寺院の成立過程と磨崖石造物の変遷や製作時期
などを考える。十三仏信仰に伴う石造物では、中世後半に全国的に
広がった民間習俗である十三仏信仰について、分布や地域的な形状
の差異、信仰の浸透状況などを検討する。また、獅子文様を石造物
の基礎などに有する石造物について、その源流や変質・形骸化して
いく過程などを探る。  
第２節では、瀬戸内地域」における石造物地域圏を確認する。瀬
戸内地域には一定エリア内に在地の同質石材かつ同系統の形態を有
する石造物が造立される複数の石造物地域圏が存在する。その一方
で、御影石製石造物に代表される関西や九州など他地域からの搬入
石造物が集中する地域も存在する。石造物地域圏ごとに分析した結
果、中央からの技術移入や隣接地域圏との交流を積極的に受容する
地域圏がある一方、排他的な在地性の強い地域圏も存在する。この
ような複雑な分布状況を整理した上で、中世石造物の地域間交流の
実態を解明する。また、石造物流通の一様相として、紀伊に運ばれ
た讃岐の火山石系石造物を検討し、広域流通した実態を把握する。
四国遍路に伴う丁石の検討では、全国と四国における丁石を比較す
ることによって、四国の丁石は石材が県外からの搬入だが形態は四
国独自という特殊な伝播状況を確認する。その背景には中央からの
情報を短期間で受容できる環境が存在したことを推測する。最後に
中世石造物からみた日韓交流の可能性について、従来から論じられ
ている中国からの技術伝播とは別に韓国側の石造物にも日本の石造
物と共通する要素があることを指摘し、東アジアにおける双方向の
技術交流の可能性を示す。  
終章  
 これまで論じた内容を総括し、今後の検討課題などを記す。  
